
去
る
１
０
月
３
日
（
日
）
～

４
日
（
月
）
の
二
日
間
、
三
浦

半
島
の
ホ
テ
ル
マ
ホ
ロ
バ
マ
イ

ン
ズ
で
２
０
０
４
年
秋
の
学
習

会
が
開
か
れ
、
１
３
組
合
２
７

名
が
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
は

昨
年
の
学
習
会
で
労
供
事
業
に

つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ
い
た

法
政
大
学
大
学
院
の
内
藤
直
人

さ
ん
も
参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
伊
藤
議
長
は
「
今
年

の
春
の
労
供
労
組
協
結
成
２
０

周
年
で
は
、
全
国
で
供
給
事
業

を
行
う
約
８
０
組
合
に
も
参
加

を
呼
び
か
け
た
。
そ
の
時
に
は

奈
良
ユ
ニ
オ
ン
の
方
々
に
も
参

加
い
た
だ
い
た
。
今
回
も
ま
た

同
組
合
か
ら
３
名
の
方
に
参
加

い
た
だ
い
て
い
る
。
９
９
年
の

派
遣
法
改
正
に
と
も
な
っ
て
、

供
給
・
派
遣
と
い
う
形
態
で
、

介
護
分
野
で
は
供
給
・
請
負
と

い
う
形
で
事
業
主
性
を
確
保
し

て
き
た
。
し
か
し
、
一
方
で
旧

来
の
供
給
事
業
と
の
矛
盾
も
出

て
き
て
い
る
。
今
後
い
ろ
い
ろ

な
形
態
で
の
事
業
展
開
を
す
す

め
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

議
長
挨
拶
の
後
、
横
山
事
務

局
長
か
ら
労
供
組
合
ア
ン
ケ
ー

ト
と
仕
事
情
報
ネ
ッ
ト
、
働
き

方
調
査
報

告
を
受
け

た
後

、

「
最
近
の
雇
用
状
勢
と
労
働
者

供
給
・
労
働
者
派
遣
法
制
の
課

題
」
と
題
し
て
法
政
大
学
法
学

部
の
浜
村
彰
教
授
が
講
演
し
ま

し
た
。

講
演
後
、
各
組
合
か
ら
供
給

事
業
の
現
状
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
二
日
目
は
、
総
会
で
確
認

し
た
「
非

正
規
労
働

研
究

会

（
仮
称
）
設
立
構
想
」
を
伊
藤

議
長
が
提
案
し
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
日
雇
雇
用
保
険
や
介

護
を
め
ぐ
る
問
題
な
ど
で
１
１

月
下
旬
に
厚
生
労
働
省
と
交
渉

を
行
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
各
組
合
か
ら
の
報
告

は
紙
面
の
都
合
上
、
割
愛
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

労
供
労
組
協
は
、
労
働
者
供

給
事
業
を
行
っ
て
い
る
全
国
８

０
事
業
所
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、
３
７
事
業
所
か
ら
回
答
が

あ
っ
た
。
職
種
は
自
動
車
運
転

手
関
係
が
約
６
０
％
を
占
め
、

港
湾
関
係
６
％
、
建
設
関
係
５

％
、
介
護
・
家
政
職
４
％
。

厚
生
労
働
省
の
デ
ー
タ
に
よ

る
と
供
給
事
業
許
可
取
得
年
度

は
８
０
年
代
以
降
が
６
２
事
業

所
で
８
割
近
く
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
９
０
年
代
は
２
９
事
業
所

が
許
可
を
取
得
し
て
い
る
。

組
合
員
数
は
、
一
ケ
タ
か
ら

数
千
人
規
模
ま
で
あ
り
、
平
均

２
１
７
名
。
供
給
実
績
で
は
、

「
ほ
と
ん
ど
の
組
合
員
が
就
労
」

が
５
８
％
、
「
一
部
組
合
員
が

就
労
」
は
２
６
％
。
一
方
、
供

給
実
績
が
な
い
事
業
所
は
１
６

％
だ
っ
た
。

事
業
高
に
つ
い
て
回
答
が
あ
っ

た
の
は
１
８
事
業
所
。
事
業
高

１
０
０
０
～
２
０
０
０
万
円
が

３
事
業
所
、
３
０
０
０
～
４
０

０
０
万
円
が
２
事
業
所
、
１
億

円
以
上
が
４
事
業
所
。
（
以
下
、

略
）労

供
労
組
協
は
、
今
年
３
月

の
総
会
で
確
認
し
た
「
非
正
規

労
働
研
究
会
（
仮
称
）
」
の
設

立
に
向
け
て
労
供
事
業
の
許
可

を
取
っ
て
い
る
８
０
組
合
に
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
６
組
合
を
対
象
に
就

労
日
数
・
契
約
期
間
、
社
会
労

働
保
険
の
適
用
、
労
災
・
休
業

補
償
、
健
康
診
断
、
所
得
な
ど

に

つ
い
て
、
供
給

形
態
別

に

「
労
供
労
働
者
の
は
た
ら
き
方

実
態
調
査
」
も
行
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
労
供
労
働
者
の

実
態
を
踏
ま
え
、
非
正
規
雇
用

労
働
者
が
３
５
％
と
い
う
今
日

の
状
況
の
も
と
で
、
非
正
規
労

働
者
の
抱
え
る
問
題
点
の
分
析

と
政
策
要
求
づ
く
り
に
む
け
て

研
究
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す
。

当
面
は
事
務
局
で
資
料
収
拾

や
検
討
課
題
の
整
理
な
ど
を
行

い
ま
す
。

労
供
労
組
協
は
、
去
る
１
１

月
１
８
日
、
建
設
業
へ
の
労
働

者
派
遣
と
日
雇
雇
用
保
険
に
つ

い
て
交
渉
し
ま
し
た
。
当
日
の

交
渉
に
は
、
労
供
労
組
協
か
ら

は
伊
藤
議
長
、
横
山
事
務
局
長

を
は
じ
め
９
名
、
厚
生
労
働
省

か
ら
は
坂
口
卓
需
給
調
整
事
業

課
長
、
森
下
興
職
業
安
定
局
建

設
・
港
湾
対
策
室
長
補
佐
、
村

田
裕
香
雇
用
保
険
課
適
用
係
長

ら
６
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

伊
藤
議
長
は
、
「
建
設
業
へ

の
派
遣
は
反
対
で
あ
り
、
審
議

は
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
行
う

べ
き
だ
。
日
雇
の
失
業
認
定
は

従
来
ど
お
り
労
供
組
合
の
不
就

労
証
明
書
で
行
う
こ
と
。
日
雇

被
保
険
者
に
も
教
育
訓
練
給
付

を
支
給
す
べ
き
で
あ
る
」
と
要

請
内
容
を
説
明
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
森
下
室
長
補

佐
は
「
建
設
会
社
が
団
体
を
作

り
、
雇
用
安
定
計
画
を
た
て
、

所
属
す
る
事
業
所
が
派
遣
事
業

の
許
可
を
得
て
雇
用
す
る
常
用

労
働
者
を
派
遣
す
る
仕
組
み
」

と
説
明
し
ま
し
た
。

村
田
係
長
は
「
日
雇
雇
用
保

険
の
給
付
は
安
定
所
で
判
断
す

る
。
認
定
の
時
間
は
柔
軟
に
対

応
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
私
た

ち
の
要
求
に
は
ほ
ど
遠
い
内
容

で
し
た
。

な
お
、
日
雇
雇
用
保
険
印
紙

の
都
道
府
県
別
発
行
枚
数
一
覧

は
示
さ
れ
ま
し
た
。
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を

●発 行／労働者供給事業関連労働組合協議会

（略称 労供労組協）

●発行人／ろうきょう編集委員会

〒110-0003 東京都台東区根岸3-25-6 タブレット根岸２F

電話 03(5603)7880 FAX 03(5603)7265

非

正

規

労

働

研

究

会

発

足

に

む

け

て

厚

生

労

働

省

と

交

渉

労
供
組
合
ア
ン
ケ
ー
ト



最
近
の
雇
用
情
勢
の
変
化
の

中
で
労
働
者
の
非
典
型
雇
用
が

急
速
に
進
ん
で
い
る
。
９
９
年
、

０
３
年
と
派
遣
法
の
規
制
緩
和

が
行
わ
れ
た
。
政
府
は
規
制
緩

和
や
構
造
改
革
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
で
ど
ん
な
雇
用
労
働
政

策
を
取
っ
て
い
る
の
か
、
そ
の

中
で
派
遣
法
、
労
働
者
供
給
事

業
に
つ
い
て
お
話
す
る
。

小
泉
改
革
は
、
衰
退
産
業
で

過
剰
化
し
た
労
働
力
を
今
後
成

長
が
見
込
ま
れ
る
部
門
に
よ
り

円
滑
に
入
り
込
ま
せ
る
こ
と
で

日
本
の
企
業
の
競
争
力
を
高
め

る
こ
と
で
あ
り
、
別
の
見
方
で

は
、
「
２
０
年
遅
れ
の
サ
ッ
チ
ャ
ー

リ
ズ
ム
」
と
も
言
わ
れ
る
。

最
近
の
雇
用
情
勢
は
少
し
ず

つ
雇
用
の
改
善
が
す
す
み
、
有

効
求
人
倍
率
も
改
善
の
き
ざ
し

が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の

よ
う
な
雇
用
環
境
の
改
善
は
、

正
規
従
業
員
が
増
え
て
雇
用
が

回
復
し
た
こ
と
で
は
な
く
、
む

し
ろ
パ
ー
ト
・
派
遣
・
契
約
社

員
と
い
う
非
正
規
、
非
典
型
雇

派
遣
法
は
従
来
の
常
用
雇
用

の
代
替
は
し
な
い
と
い
う
基
本

原
則
を
か
な
り
後
退
さ
せ
、
失

業
の
受
け
皿
と
し
て
労
働
者
派

遣
法
を
使
い
、
か
つ
業
務
量
の

変
動
に
す
ぐ
に
対
応
で
き
る
労

働
力
の
調
達
弁
と
し
て
労
働
者

派
遣
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
規

制
緩
和
が
さ
れ
た
。
雇
用
の
流

動
化
が
進
む
中
で
、
「
労
働
者

世
界
の
二
極
化
・
分
断
化
」
傾

向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る

印
象
を
受
け
る
。
特
に
パ
ー
ト
・

契
約
社
員
・
派
遣
と
い
う
身
分

的
に
差
別
さ
れ
る
よ
う
な
雇
用

層
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

そ
の
結
果
生
じ
る
労
働
者
間

の
経
済
格
差
、
賃
金
格
差
に
つ

用
労
働
者
の
雇
用
が
回
復
し
た

と
い
う
面
に
負
っ
て
い
る
。
厚

生
労
働
省
の
平
成
１
５
年
度
就

業
形
態
の
多
様
化
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、
無
期
で
雇
用

さ
れ
た
正
社
員
が
６
５
・
４
％
、

パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
非
正
社
員

が
３
４
・
６
％
に
な
っ
て
い
る
。

雇
用
の
流
動
化
が
す
す
む
背
景

に
は
、
小
泉
首
相
が
登
場
し
、

構
造
改
革
の
も
と
で
の
雇
用
の

流
動
化
政
策
が
一
番
大
き
い
。

い
て
は
何
ら
異
を
と
な
え
な
い
。

京
都
大
学
の
橘
木
教
授
は
、

「
日
本
は
だ
ん
だ
ん
ア
メ
リ
カ

に
似
た
階
層
国
家
に
な
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
べ
、

経
済
格
差
が
日
本
の
国
民
諸
階

層
に
広
が
っ
て
い
る
点
に
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
い
る
。

今
回
の
派
遣
法
改
正
で
は
、

行
政
指
導
で
３
年
の
期
間
制
限

だ
っ
た
２
６
業
種
は
制
限
が
撤

廃
さ
れ
た
。
そ
れ
以
外
の
労
働

者
派
遣
は
、
受
入
れ
期
間
１
年

間
を
最
長
３
年
に
延
長
で
き
、

よ
り
使
い
勝
手
が
い
い
も
の
に

な
っ
た
。

派
遣
法
で
は
、
派
遣
先
の
使

用
者
責
任
が
弱
い
。
フ
ラ
ン
ス

や
ド
イ
ツ
の
場
合
に
は
派
遣
先

が
派
遣
法
に
違
反
し
て
労
働
者

を
使
用
し
た
場
合
に
は
当
該
労

働
者
と
の
間
に
労
働
契
約
が
成

立
し
た
も
の
と
見
な
す
と
い
う

法
規
定
に
な
っ
て
い
が
、
日
本

の
場
合
に
は
そ
う
な
っ
て
い
な

い
。最

近
、
注
目
す
べ
き
判
例
が

出
さ
れ
て
い
る
。
伊
予
銀
行
松

山
地
裁
判
決
で
あ
る
。
こ
れ
は

伊
予
銀
行
が
１
０
０
％
出
資
し

た
子
会
社
の
派
遣
労
働
者
を
１

３
年
に
わ
た
っ
て
伊
予
銀
行
が

雇
用
の
流
動
化
が
進
む
中
で

日
本
の
企
業
の
多
く
は
、
新
卒

労
働
者
を
時
間
か
け
て
そ
の
企

業
に
相
応
し
い
よ
う
に
育
て
て

い
く
と
い
う
余
裕
が
な
い
。
派

遣
労
働
者
や
労
働
者
供
給
事
業

な
ど
の
外
部
労
働
力
の
調
達
が

増
え
て
く
る
な
ら
ば
、
派
遣
や

労
働
者
供
給
事
業
の
見
直
し
、

再
発
見
が
必
要
だ
ろ
う
。
労
働

組
合
に
と
っ
て
労
働
者
供
給
事

業
は
決
し
て
マ
イ
ナ
ー
な
機
能

で
は
な
い
。

企
業
が
必
要
と
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
労
働
力
の
う
ち
、
最
も
魅

力
的
で
良
質
な
労
働
力
を
労
働

組
合
が
企
業
横
断
的
に
か
か
え

受
け
入
れ
て
使
用
し
て
い
た
事

件
だ
。

こ
の
判
決
で
は
、
派
遣
先
と

派
遣
元
で
派
遣
契
約
が
有
効
に

締
結
さ
れ
、
形
式
上
の
派
遣
労

働
関
係
が
整
っ
て
い
て
も
、
派

遣
先
使
用
者
が
企
業
の
実
態
が

な
い
、
あ
る
い
は
実
質
上
、
派

遣
労
働
者
の
労
働
条
件
を
決
定

す
る
な
ど
自
ら
雇
用
し
た
労
働

者
を
使
用
す
る
が
ご
と
く
派
遣

労
働
者
を
使
用
し
て
い
る
と
し

て
、
黙
示
の
労
働
契
約
が
認
め

ら
れ
る
と
し
た
判
決
で
あ
る
。

る
こ
と
が
出
来
る
な
ら
、
ま
さ

に
職
種
別
組
合
と
し
て
機
能
の

一
面
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
。

地
域
別
あ
る
い
は
職
業
別
機
能

を
持
っ
た
労
働
組
合
が
先
陣
を

き
っ
て
有
利
な
教
育
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
制
度
設
計
す
る
よ
う

な
方
向
に
運
動
を
展
開
し
て
く

れ
る
と
面
白
い
。
で
き
る
な
ら

人
材
派
遣
業
界
、
労
働
者
供
給

を
お
こ
な
う
労
働
組
合
と
政
府

あ
る
い
は
地
方
自
治
体
が
一
緒

に
な
っ
て
丸
適
マ
ー
ク
な
ど
を

作
れ
れ
ば
一
番
い
い
。

最
近
、
非
典
型
雇
用
が
拡
大

す
る
に
つ
れ
て
身
分
格
差
が
広

が
っ
て
い
る
。
同
じ
仕
事
、
同

じ
職
務
に
つ
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
パ
ー
ト
あ
る
い
は
臨

時
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
正
社

員
の
７
割
あ
る
い
は
６
割
と
い

う
低
い
賃
金
レ
ベ
ル
に
置
か
れ

て
い
る
。
同
一
の
労
働
に
従
事

し
て
い
る
か
ら
同
じ
賃
金
を
払

え
と
い
う
の
は
日
本
の
賃
金
制

度
の
中
で
は
難
し
い
。

し
か
し
、
年
功
的
な
処
遇
を

受
け
る
労
働
者
層
は
ド
ン
ド
ン

縮
小
し
、
そ
れ
に
変
わ
っ
て
専

門
職
や
パ
ー
ト
あ
る
い
は
契
約

社
員
、
派
遣
社
員
が
増
え
て
い

る
。
つ
ま
り
、
成
果
主
義
や
能

力
主
義
は
そ
の
典
型
だ
が
、
労

働
の
質
と
量
に
応
じ
た
賃
金
制

度
の
割
合
が
増
え
て
い
る
。
そ

の
限
り
で
は
均
等
待
遇
、
同
一

労
働
同
一
賃
金
原
則
が
公
理
と

し
て
日
本
の
社
会
に
定
着
す
る

環
境
が
整
い
つ
つ
あ
る
と
い
え

る
の
で
は
な
い
か
。

（
文
責
・
事
務
局
）

2004年（平成16年）12月15日 ろ う き ょ う 第45号
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